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管内稲作農家の皆様、日々の農作業お疲れ様です。当事務所では、水稲栽培に関して  

長生地域の生育状況などを発信するツールとして、毎年長生稲作情報を発行しています。

今年度も別添の県全体版の生育情報とともに水稲栽培の参考にして下さい。 

 

◎長生地域の生育状況 
 育苗期間について、浸種時期の３月中旬に低温の期間がありましたが、その後は４月 

中旬まで気温は平年より高く推移しました。そのため、出芽はおおむね順調でした。４月

上旬は気温が高く日照時間が少なかったことから、一部苗の徒長が見られました。４月 

中旬は、一転して日照時間が多くなったため、根張りの悪い苗ではムレ苗の発生が見られ

ました。その後、４月中旬から下旬にかけて、もみ枯細菌病等の細菌性の病害が多く発生

しました。細菌性の病気は、育苗ハウスの温度が 30℃以上になると発生しやすくなりま

す。一度発病すると水を介してハウス内に急激に広がり、発病後に治療することはできま

せん。温度が上がりやすい晴天や薄曇りが予想される日は、遅くても朝８時までには育苗

ハウスの換気を開始し、ハウス内の温度を 30℃以下に維持することが大切です。 

田植え後の生育は、５月前半に強風の日があり、移植直後に強風に遭遇したほ場では 

活着の遅れが見られました。また、ゴールデンウィーク以降、ジャンボタニシによる食害

が目立ち始めています。ジャンボタニシによる食害を回避するため、浅水管理をしている

ほ場が多く見られますが、５月中旬から降水量が少なく、気温が高く推移していることも

あり、田面水がなくなっているほ場が散見されます。生育初期に水が不足すると分げつが

停滞して茎数確保が難しくなり、減収につながります。定期的にほ場を確認し、必要に 

応じて給水しましょう。そのほか、藻の発生やイネゾウムシなど初期害虫による食害が 

見られます。 

 

長生農業事務所 改良普及課 

担当：黒住、髙内、河田 
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※気温の平年値は過去 10 年間、日照時間の平年値は 1991 年から 2020 年の 30 年間。 

 
 

◎今後の生育管理について 

浅水管理による茎数確保を図りましょう。 

目標茎数（右図:幼穂形成期の目標茎数の80％）が確保

されたら、中干しを行いましょう。 

ジャンボタニシに対しては、生育が遅れているほ場や

５月植えのほ場では、浅水管理や防除剤散布により引き

続き食害に注意してください。藻の発生ほ場では早期に

「モゲトン粒剤」（収穫４５日前まで）を散布しましょ

う。 

 

水稲生育予測システム「でるたTM」を使うと、スマートフォンや

パソコンで、生育予測と推奨される水稲の作業適期目安を閲覧でき

ます。左のQRコードをからアクセスできます。ご活用ください。 

 

 

◎中干し、溝切りについて 
 6 月の幼穂形成期に向け、5 月下旬から中干し適期に入ります。特に、近年は移植後の

気温が高まっており、初期生育が旺盛になっています。茎数が過剰になると穂数、籾数の

過剰につながり、整粒歩合の低下や高温登熟障害の多発の要因となる可能性があります。

中干しの主な効果は、①水稲の生育制御による受光態勢の維持と倒伏の軽減、②根の活力

の向上及び維持による登熟の促進と玄米外観品質の向上、③田面の水はけを良好とするこ

とで収穫期の地耐力増加等があげられます。 

また、溝切りをすることで効果的な中干しができるだけでなく、早く均一に灌漑するこ

とができ、灌漑水が不足しがちな中干し後の入水時においても有効です。ぜひ１枚のほ場

だけでも溝切りを行ってみてください！ 

品種名 
目標茎数 

本/㎡ 本/株 

ふさおとめ 440 24 

ふさこがね 360 20 

コシヒカリ 300 16 

粒すけ 440 24 

表.中干し開始時の目標茎数 
（栽植密度 18.5 株/㎡の場合） 
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次回の情報は 6 月３日（水）に発行する予定です。 

◎高温対策としての「けい酸加里」の追肥 

倒伏軽減やいもち病対策として知られているケイ酸ですが、根の吸水力を向上させる 

効果があり、蒸散量が増加して葉温の上昇が抑制され、高温による品質低下を軽減させる

効果があります。追肥で施用する場合は「けい酸加里」20～40kg/10a を中干し前 

（田植え後 30～45 日）に施用します。 

今年も暑い夏が予想されていることから、事前の対策として施用を検討してください。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎令和８年度堆肥等利用促進事業について 
 県では環境負荷を低減した「環境にやさしい農業」の推進に向け、ペレットたい肥又は

家畜ふんたい肥を原料とした肥料の試験栽培に取り組む団体等（農業者が組織する団体、

農業協同組合、農業協同組合連合会、市町村が構成員に含まれる協議会、その他知事が 

認める団体）に対し、試行導入のための肥料の購入に係る経費を補助します。 

 

＜公募期間＞令和８年５月１５日（金）から令和８年６月５日（金）午後５時まで 

＜補助率・補助上限額＞１／３以内・１団体当たり２０万円 

 

 応募に当たっては、書類作成が必要です。本事業の活用を希望する団体は、QRコード

から県ホームページをご確認の上、長生農業事務所企画振興課（電話：0475(22)1751）

までお問合せください。 

千葉県の季節予報 
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